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　あ る 色 票 を考 えた場合 、 そ れ と 明る さ の 等
し い グレ ース ケ ール の 明度 をその 色 票の 等価

明度 と定義す るが 、 こ の 等 価 明度は視環境 の

照度 レ ベ ル に よ っ て 大 き く 変化す る こ と が前

rs　1 ）に よ っ て 示 され た 。
こ こ で は そ れ ら の

変化 の 説 明 を試 み る 。 まず前報で 明らか に な

っ た こ と をも う一
度整理 し て み る と

1 ）照度がO。011x で は全 て の 色票の 等価明

度は 暗所 視の 等 価 明度 に
一

致す る 。 しか し照

度 を上 げて い く と徐 々 にそ の 値か らず れ て い

く 。

2 ）照度の 高 い と こ ろ で は 色票本来の 明度 よ

り常に 大き い 等価明度 と な る 。

　第 1 の 現象 は 明 ら か に桿体視か ら錐体視 へ

の 変化 に よ る も の 、 す な わ ち プル キ ン エ 移 行

が現れた も の で ある 。 第 2 の 現象 は 、 被験者
の 内観 報 告 か らも明 らか な よ う に 、 色 み の 影

響で あ る 。 照度 が 高 くな る と色 票の 表面の 色

み は よ り強 く感 じ られ 、 そ の ため 表 面 の 明 る

さ も よ り明る い と感 じるの で あ る 。 す な わ ち

カラ フ ル ネス の 増大の 効果で あ る。

　 こ の 第 2 の 現象 を考慮 して 色票 の 等価 明度

L   q を式で 表現 して み る と次式の よ うに な

ろ う。

　 Le 。 q
＝ L “

a 。 h ， ＋ 1」

’

。 h ， 　 …　 　 （1 ）

L   chr は 、 色み の 審与 を考え な い と きの 等
価明度で 、

い わ ゆる 明度で あ る
。 そ して こ れ

に 色 み に起 因 す る 等 価 明度 L   hr が加 わ る と

考 え る 。
こ う考 え る と L   ch ， は色票の 白み

に よ っ て 与 え ら れ る 等価 明度 と い うこ とに な

ろう 。 自み の 量 も照度が増大す る と大 き くな

る が それ に 明る さ マ ッ チ して い る グ レ ース ケ
ール の 白み の 盤も 平 行 し て 大 き く な る の で こ

の L   chr は照度 の 影響 は 受け ず 、

一
定の 値

を とる。 しか し L “
。 h ， は照 度 が大 き くなる と

増大 して い く。

　 つ ぎ に第 1 の 現象 に つ い て で あ るがそれ は

L   Gh ， で説 明す る こ と に す る 。 す な わ ち L ’

ach ， を暗所視の L “
。 、 、 h ， と 明所視の レ

pachr の 2 つ の 要素か ら成 る も の と考え る 。 照

度が き わ め て 低 い と き は暗所 視 の L ’
。 、 ch ，

だ けか ら成 る が 、 照度が上昇 し て い くと L ’

sachr は次第に減少 し 、 替わ っ て L ’
pachr が

増 大 し て い く 。
こ の 時期 は 両 者の 共存 す る と

こ ろ で 、 す なわ ち 薄明視で あ る 。 照度 レ ベ ル

が あ る値に達 す る と暗所視の L ’
。 。 。 h ， は 零

に な り明所 視 の L   aGhr だ け とな る 。 式で 表

す と

　 L   ch ，
＝・　L ・

。、 。 h ， ＋ a い P ， ch ， 　 （2 ）

係数 a は い わ ゆ る順応係数 と呼ばれ る も の で

照農 の 関数 で あ り 、 1 か ら 0 の値 を とる 。 我

々 は Z れ を図 1 に 示す よ うな照度 が0．021x
で 1 、 21x で O に な る よ うな ラ ン プ波形 を

仮定 して い る 。2 》す なわ ち薄 明視は O．　02　1x

か ら 21x ま で 存在す る と考 え る 。

　 式 （1 ）　（2 ） を ま とめ て

　 L ’
eq

　 ＝ ｛L ・

s 、 。 h ， ＋ aL
“
P 、 ch ， ｝ ＋ ｛レ ch ，｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3 ）

第 2 項の L “
chr は 錐体の 働 く と きだ け値 を

持 つ の で a が 1 の ときは零 で あ る。

　前報で 示 され た データの 中か らそ れ ぞれの

色相か ら
一

つ ず つ 、 全て ク ロ マ が 10 の も の

を選び 、 　（3 ）式で 説明 して み た の が図 2 〜

5 で あ る。太 い 実線 が L “
achr で あ り、 した

が っ て こ れ と実験値 との 差が L   h ， と い う こ

と に な る 。 L ’
ehr の 値 が 照度 レ ベ ル と とも に

徐 々 に上 昇 して い る こ とが分 か る 。 ま た こ の

値 は赤 、 緑 、 青の 色相に つ い て はほぼ 同 じく

らい と な っ て い る が 、 黄 の 色相 に つ い て は照

度 レ ベ ル に か か わ らず殆 ど零 で あ る 。 同じ マ

ン セ ル ク ロ マ で も 黄色の 場合は 色み の 明る さ

に対す る寄与が 小さ い よ う で あ る 。
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図 1　 順応係数 　 a
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図 4　 等価 明度の 照 度 に よる 変化 とそ の 説明。

　　　色 票5G5／10の 場合 。
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図 2　等価 明度の 照度 に よ る 変化 と その 説 明 。　 図 5　等価 明 度 の 照度 に よ る変 化 とそ の 説 明 。

　　　色 票 5R4／10の 場合 。　　　　　　　　　　　　 色 票 10B5／10の 場合 。
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図 3　 等価 明度の 照度 に よる 変化 と そ の 説明 。

　　　色票 5Y8／10の 場合 。
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